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はじめに：researchmapとは

約38万人が登録する日本の研究者情報データベース

研究者の情報発信・コミュニケーションツール

研究者総覧作成時に登録情報を利用可能

政策立案等に資する分析基盤として活用可能
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researchmapの登録対象者
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● 日本国内で研究活動を行っている研究者

● 海外で研究活動を行っている日本人研究者

● 研究・教育活動で日本と関わりのある研究者

● 博士課程の学生

● 研究支援者



researchmapを利用するメリット
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⚫ 自身の手で多様な業績データを管理・公開できる

⚫ 機関を異動しても業績データを利用し続けられる

⚫ 研究費の申請、報告に業績データを利用できる（業績とりまとめ機能等）

⚫ 外部データベースを活用し、研究業績データを簡単に入力できる

⚫ 研究者用個人ページ「マイポータル」でブログ、コミュニティ等のSNS機
能が活用できる

研究者

大学

⚫ 転入、新規採用した研究者の業績をすぐに把握し、大学等の研究者総覧・
業績管理システムに反映できる

⚫ 研究者総覧・業績入力システムの開発・保守コストが削減できる

⚫ さまざまな外部データベースと連携できる



researchmapのマイポータル
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researchmapのマイポータル
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researchmapのマイポータル
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本文URLや添付ファイルが
設定されていると「本文
へのリンクあり」が表示

研究者自身で本文ファイ
ル等を掲載できる

↓
所属機関に関わらず、
セルフアーカイブが可能
(退職教員、民間研究者
含む)

R7年度の改修では、
より詳細なOA対応を進めま

す



researchmap即時OA改修の概要

• 即時OA関係項目の追加

– DOI、URLに対し「無償でアクセス可能」のチェックボックスと、「公開開始日」（エンバーゴ
解禁日）を設定

– DOIについてはランディング先の種別（出版社、リポジトリ、その他）を登録可能とする

• 根拠データ、研究データへの対応

– 「論文」「MISC」に「関連情報URL」を設定し、根拠データ等、本文へのリンク以外のURLを
明示的に登録可能とする

– 業績種別「研究データ」の追加

• DOIをキーにした機能強化

– DOIによる取り込み機能をJaLC、DataCiteに対応

– OpenAlexデータを用いた無償アクセス可否、関連URLの自動登録機能の実装
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1．｢論文｣「MISC｣入力画面

①「検索するDOI」の対象をCrossrefのみ
からJaLC、DataCiteにも拡充する。

② 上下に２つあるDOI欄とURL欄の下に
「無償でアクセス可能」のチェックボッ
クスを設定し、アクセス可否を設定でき
るようにする。

③ DOI欄にラジオボタン（出版社、リポ
ジトリ、その他）を設定。上段のDOI欄は
出版社を、下段のDOI欄はリポジトリを初
期値とする。

※既に登録されているDOIには種別情報が
ないため、未登録とする

④ DOIとURLに「公開開始日」入力欄を設
定。入力された場合は、公開日以降にリ
ンク先へアクセスが可能になる機能を実
装する。
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1．｢論文｣｢MISC｣入力画面

⑤「URL」欄に即時OA関係項目（「無償で
アクセス可能」「公開開始日」）を追加。

⑥「関連情報URL」を設定。論文ではなく、
研究データなどの参照が可能なURLの入力
欄とする。論文本体へのリンク情報でな
い旨の注意書きを付す。

※補足

画面上からは「URL」を2つしか登録でき
ないが、ファイルインポート(JSON)、API
を利用すると複数入力可能

10

①

②

③

①

②

③

⑤

⑥



2．｢論文｣｢MISC｣業績詳細画面

⑦ 業績表示画面で、「無償でアクセス可能」に
チェックが入っている場合、「無償でアクセス可
能」を表示する（現在は「無償でダウンロード可
能」をチェックすると「本文へのリンクあり」が
表示される）。

DOI、URLは「公開開始日」が入力されている場
合、公開日後にリンクを表示し、それ以外は表示
しない。ただし、「公開開始日」に入力されてい
ない場合はリンクを表示する。

⑦’ランディング先の種別（出版社、リポジトリ
等）をラベル表示することについて検討中。
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関連情報URL

⑦’
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出版社版

出版社版



3．業績検索画面
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①

②

③

①

②

③

④

⑤
□無償アクセス可のみ

⑧ 業績検索画面に検索対象を、無償でアクセス可能かつ現在アクセス可能な業績に限定するチェックボックスを表示。
 チェックされている場合、「無償でアクセス可能」にチェック有、かつ「公開開始日」が現在日以前のものがヒットする。

無償アクセス可のうち、
現在アクセス可能な業績

に限定⑧



4．業績種別「研究データ」の増設
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①

②

③
④

⑨ 業績情報に「論文」「MISC」等に加え、「研究データ」を追加する。
 データ項目としては以下を検討中：
 DOI、即時OA関係項目、タイトル、日付（From-To）、データ種別、データサイズ、フォーマット、内容、URL、
 公開の有無（公開範囲の設定） 等

   また、「論文」と同様にDOIでの取り込み機能を実装する。
DataCite、JaLC、Crossrefからの取り込みを可能とする。

研究データ

⑨



5．外部システムとの連携

⑩ OpenAlexからDOIをキーに、「無償で
アクセス可能」のチェック、関連のURLを
自動的に追加する機能を設ける。

【再掲】

①「論文」「MISC」「研究データ」につ
いて、 JaLCおよびDataCiteからも、DOI
をキーに業績情報を取り込めるようにす
る。
※現在はCrossrefのみ対象だが、他の研
究者が入力した業績のDOIをキーに他のRA
の書誌情報を取り込む場合がある
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6．その他

• 各種APIに「公開開始日」の項目を追加し、データ取得および更新を可能とする。APIによる「無償でアクセス可
能」フラグ、URL、公開開始日の更新は、研究者による情報補完か、OpenAlexのバルクデータからのOA情報反映がさ
れている場合、スキップする

• 各種APIにDOIランディング先種別の項目を追加し、データ入出力を可能にする

• 各種APIに項目「関連情報URL」を追加し、データ入出力を可能にする

• 各種APIに業績「研究データ」を追加する

• 業績情報「その他」にある「添付種別」から「実験データ」、「発表資料」を削除する

• 業績情報「その他」に登録されている情報について、「添付種別」が「実験データ」または「発表資料」 に区分
されているデータについて、業績情報「研究データ」に移行する

※移行対象データについては検討中

• OA化促進として、非OAとして業績を登録しようとした際に、OA化するための案内文言を画面に表示する
（※詳細仕様未確定）
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まとめ

• 現在は、DOI、URL単位で「無償でダウンロード可能」かを設定する機能、及びresearchmap
上へのファイル添付・公開機能を提供している

• 即時OA関係項目として、「無償でアクセス可能」フラグ、「公開開始日」、DOIのラン
ディング先種別を設定する

• 根拠データ、研究データへの対応として、「関連情報URL」項目の設定、業績種別
「研究データ」の増設を行う

• DOIをキーにした機能強化として、取り込み対象のRA拡充、OpenAlexデータを用いたOA
関係情報の自動登録機能実装を行う

※R7年度中に開発を行い、R8年度にリリースする予定です
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